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自己紹介



１．タイ国の教育制度



２．高等教育機関の種類

公立大学：11
自治大学：26
ラチャパット大学：38
ラチャマンガラ工科大学：9
コミュニティカレッジ：20
私立大学：72
合計：176機関(2018年)



２．高等教育機関の種類

-ラチャパット大学

教養養成校→1992年

ラチャパット・インスティテュート→(地域総合大学)

ラチャパット・・・・・大学(総合大学化)

-ラチャマンガラ工科大学(サンスクリット語)

工科学校→2005年

ラッチャモンコン(タイ語的発音)



３．高等教育機関の規模

‐高等教育委員会事務局所管の機関：174

Office of Higher Education Commission；OHEC

‐公立機関：100機関(57.5％)

私立機関： 74機関(42.5％)



３．高等教育機関の規模

‐学生数：202万名

公立機関：約173万名(85.6％)＊

私立機関：約 29万名(14.4％)

＊オープン大学２校の学生数：約41万名

(公立機関の学生数の23.7％を占める)

ラムカムヘーン大学(1971年設立)

スコータイ・タマティラート大学

(1978年設立)



３．高等教育機関の規模



３．高等教育機関の規模

‐高等教育学齢年齢人口(18-21歳)

：381万9215名(2016年現在)

-学士・準学士課程の在籍者数：187万6539名

-在籍率：49.13％

＝高等教育の大衆化実現

＝グローバリゼーションの潮流



４．量的時代から質的時代へ

‐2016年プラユット暫定首相の決定

幼稚園から高校までの15年間の無償教育

-一時的に大学進学率は上昇

-2022年「高齢社会」(世界銀行)

-高齢化率14％を超える=少子高齢化

-2010年以降、上位中所得国

＊GDP成長率の鈍化

国際競争力の維持・向上



４．量的時代から質的時代へ

‐2016年「タイランド4.0」(国家戦略)

‐農業→軽工業→輸出型産業→

イノベーション・生産性＋ICT・付加価値化

‐2036年に高所得国入りを目標



４．量的時代から質的時代へ

‐21世紀型・知識基盤社会の創造

‐「知識基盤社会」とは，「新しい知識・情報・技
術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領
域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す
社会」

‐特徴



４．量的時代から質的時代へ

‐知識基盤社会の特徴(総論)

1．知識には国境がなく，グローバル化が一層進
む

2．知識は日進月歩であり、競争と技術革新が絶
え間なく生まれる

3．知識の進展は旧来のパラダイムの転換を伴うこ
とが多く、幅広い知識と柔軟な思考力に基づく判
断が一層重要になる

4．性別や年齢を問わず参画することが促進される



４．量的時代から質的時代へ

‐21世紀型能力(各論)→

‐21世紀を生きる資質・能力・技能

＝「タイランド4.0」を支える高度人材開発・

育成が課題



４．量的時代から質的時代へ



４．量的時代から質的時代へ



４．量的時代から質的時代へ

タイでの指標



５．タイの大学の課題：国際化

‐第2次15カ年長期高等教育計画(2008‐2022年)

‐高等教育機関の機能分類化

１．コミュニティ・カレッジ

２．学士課程教育中心の文系大学

３．理系・特定分野に特化した学部・大学院

４．大学院に重点を置く大学院大学

‐ASEAN(AEC)の教育ハブの確立(2009年10月)

＝国際的地位の確立を図る



５．タイの大学の課題：国際化

‐ASEAN(AEC)の教育ハブの確立(2009年10月)

＝国際的地位の確立を図る



５．タイ国の大学の課題：国際化

‐大学の国際化

‐第1次長期高等教育計画(1990‐2004年)

1．言語・経営・コンピュータなどの国際社会

で活躍できる資質の獲得

２．学部・大学院における国際プログラムの

導入・推進

３．ジョイント・ダブル・デュアルディグリー制度の

導入



５．タイ国の大学の課題：国際化

‐大学の国際化

‐第7次5カ年高等教育開発計画(1992‐1996
年)

アジア人留学生の受入政策

＝グローバリゼーションへの対応策

＊国際プログラム



５．タイ国の大学の課題：国際化

＊国際プログラム



５．タイ国の大学の課題：国際化

＊国際プログラム



５．タイ国の大学の課題：国際化

‐留学生受入(中国・CLMV諸国)



５．タイ国の大学の課題：国際化

＊国際プログラム

https://oiu.repo.nii.ac.jp/index.php?page_id=13&block_id
=21&action=repository_view_main_item_snippet&index_id=
77&pn=1&count=20&order=7&lang=japanese

https://oiu.repo.nii.ac.jp/index.php?page_id=13&block_id=21&action=repository_view_main_item_snippet&index_id=77&pn=1&count=20&order=7&lang=japanese


５．タイの大学の課題：国際化

‐研究拠点大学(National Research University：NRU)

‐国立大学・9校

‐世界ランキング入り



５．タイの大学の課題：国際化

‐QS World University Ranking

英国の大学評価機関

クアクアレリ・シモンズ社(Quacquarelli

Symonds：QS)」が毎年9月に公表

‐Times Higher Education World University Ranking：

THES

英国タイムズ紙 オックスフォードが常に1位



５．タイの大学の課題(国際化)



５．タイの大学の課題(国際化)



6．タイの大学の課題：質保証

‐1999年(B.E.2542年)「国家教育法」の制定

‐質保証制度の導入(第3者評価実施主体)

ONESQA(Office for Naional Education Standards and

Quality Assessment；国家教育水準・質評価局、

2000年設立)

‐5年ごとの評価システム

‐内部保証(毎年)＝Self Assessment Report：SAR



６．タイの大学の課題：質保証



６．タイの大学の課題：質保証

‐質保証の柱



６．タイの大学の課題：質保証体系



６．タイの大学の課題：内部質保証



６．タイの大学の課題：内部質保証



６．タイの大学の課題：内部質保証



６．タイの大学の課題：内部質保証



６．タイの大学の課題：内部質保証



６．タイの大学の課題：教科質保証



６．タイの大学の課題：教科質保証

TQF01 学科／カリキュラム全体的概要

TQF02 Programme Specification

TQF03 Course Specification

TQF04 Field Experience Specification

TQF05 Course Report

TQF06 Field Experience Report

TQF07 Programme Report



7.1 質疑応答

- 新技術のカリキュラムへの反映

IT学科でのカリキュラム編成について、昨今
の新技術（機械学習、AI、IoTなど）のカリ
キュラムへの反映はどうされているので
しょうか︖個々の教授の任意なのでしょう
か︖教授会（︖）での討議︖



７．質疑応答



７．質疑応答



７．質疑応答



７．質疑応答



7.2 質疑応答

- 外国語教育のトレンド︖

タイでは、従来から英語教育のみならず、
日系企業への就職のための日本語教育をあ
る程度熱心にされているかと思いますが、
観光をはじめ、中国との関わりも深いので、
中国語（おそらく普通語）も最近増えてき
ているのではないかと感じますが、トレン
ドはいかがでしょうか︖



７．質疑応答

- 外国語教育のトレンド︖



７．質疑応答

- 外国語教育のトレンド︖



7.3 質疑応答

- 資格取得とキャリアパス

ITのみならず語学について、資格取得は学生
さんが全般的にあまり熱心ではないような
気がします。学生さんのキャリアパスの考
え方についてご意見頂戴いたしたく存じま
す。



７．質疑応答

- 資格取得とキャリアパス



7.4 質疑応答

‐大学生の就職観



７．質疑応答

A SURVEY ON VIEW OF FINDING EMPLOYMENT AND 
REASONS TO CHOOSE A COMPANY BY STUDENTS OF 

DEPARTMENT OF JAPANESE FOR BUSINESS 
COMMUNICATION AT SRIPATUM UNIVERSITY 

http://spucon.spu.ac.th/filemanager/files/
กลุ่ม%201%20International%281%29.pdf

http://spucon.spu.ac.th/filemanager/files/กลุ่ม%201%20International%281%29.pdf


7.5 質疑応答

- タイの学生の日本の企業に対するイメー
ジ



７．質疑応答

1. 企業文化、組織力の強さ。

2. 福利厚生の充実。3. 安定感。

4. チームワーク。

5. 業務のプロセス・手順の踏襲。

6. 社内システムの優秀。7. 最新技術の駆使。

8. 几帳面、時間厳守。9. 生真面目、厳粛。

10. 激務、残業、ストレスの多さ。



７．質疑応答



7.6 質疑応答

- タイの学生が就職先に日系企業を選択する理由



ありがとうございました。


